
日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

③地球③地球③地球③地球温暖化の現象、機構、緩和温暖化の現象、機構、緩和温暖化の現象、機構、緩和温暖化の現象、機構、緩和策、策、策、策、地球の炭素循環地球の炭素循環地球の炭素循環地球の炭素循環 9999

大気中の炭素量（大気中の炭素量（大気中の炭素量（大気中の炭素量（7600760076007600億億億億tontontonton））））

毎年の増加量（毎年の増加量（毎年の増加量（毎年の増加量（32323232億億億億ton/ton/ton/ton/年）年）年）年）

森林など陸上生態森林など陸上生態森林など陸上生態森林など陸上生態
系による吸収系による吸収系による吸収系による吸収
（（（（26262626億億億億ton/ton/ton/ton/年）年）年）年） 土地利用変化土地利用変化土地利用変化土地利用変化

による排出による排出による排出による排出
海洋への吸収海洋への吸収海洋への吸収海洋への吸収
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地球温暖化の原因：地球温暖化の原因：地球温暖化の原因：地球温暖化の原因：
・化石資源の大量使用・化石資源の大量使用・化石資源の大量使用・化石資源の大量使用
・森林破壊（土地利用変化）・森林破壊（土地利用変化）・森林破壊（土地利用変化）・森林破壊（土地利用変化）

化石燃料化石燃料化石燃料化石燃料
からの排出からの排出からの排出からの排出

カーボンコントロールカーボンコントロールカーボンコントロールカーボンコントロール

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文

海洋中の海洋中の海洋中の海洋中の
炭素貯蔵量炭素貯蔵量炭素貯蔵量炭素貯蔵量
（（（（38383838兆兆兆兆tontontonton））））

植生・土壌中の植生・土壌中の植生・土壌中の植生・土壌中の炭素貯蔵量炭素貯蔵量炭素貯蔵量炭素貯蔵量
（（（（2222兆兆兆兆3000300030003000億億億億tontontonton））））

参考：参考：参考：参考：IPCCIPCCIPCCIPCC（気候変動に関する政府間パネル）第（気候変動に関する政府間パネル）第（気候変動に関する政府間パネル）第（気候変動に関する政府間パネル）第4444次報告書（次報告書（次報告書（次報告書（2007200720072007））））

化石資源中の化石資源中の化石資源中の化石資源中の炭素貯蔵量炭素貯蔵量炭素貯蔵量炭素貯蔵量
（（（（3333兆兆兆兆5000500050005000億億億億tontontonton））））

《《《《1990199019901990年代の炭素循環年代の炭素循環年代の炭素循環年代の炭素循環》》》》

による排出による排出による排出による排出
（（（（16161616億億億億ton/ton/ton/ton/年）年）年）年）

海洋への吸収海洋への吸収海洋への吸収海洋への吸収
（（（（22222222億億億億ton/ton/ton/ton/年）年）年）年）

固体固体固体固体
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からの排出からの排出からの排出からの排出
（（（（64646464億億億億ton/ton/ton/ton/年）年）年）年）
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貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加
炭素貯蔵効果炭素貯蔵効果炭素貯蔵効果炭素貯蔵効果

排出削減排出削減排出削減排出削減
省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果

吸収増加吸収増加吸収増加吸収増加
森林整備効果森林整備効果森林整備効果森林整備効果

日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

④光合成④光合成④光合成④光合成など、樹木、木材利用と地球の炭素循環の関係など、樹木、木材利用と地球の炭素循環の関係など、樹木、木材利用と地球の炭素循環の関係など、樹木、木材利用と地球の炭素循環の関係 10101010

炭酸ガス固定装置

6CO2 + 6H2O ⇨ ⇨ C6H12O6 + 6O2
炭酸ガス 水 ブドウ糖 酸素

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文

燃焼・呼吸燃焼・呼吸

植物の光合成植物の光合成

海洋への溶解海洋への溶解 炭素：約炭素：約炭素：約炭素：約50505050％％％％
水素：約水素：約水素：約水素：約6666％％％％

酸素：約酸素：約酸素：約酸素：約44444444％％％％

気体気体気体気体気体気体気体気体
固体固体固体固体固体固体固体固体

人間の呼吸人間の呼吸人間の呼吸人間の呼吸
320KgCO2/320KgCO2/320KgCO2/320KgCO2/年年年年

セルロース：
ブドウ糖（グルコース）が1万〜1万5千個
裏表交互につながってできた長く真っ直ぐな分子

気体になったり！固体になったり！
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80808080年生のスギ年生のスギ年生のスギ年生のスギ
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C
液体液体液体液体 樹を伐ることは環境破壊？樹を伐ることは環境破壊？樹を伐ることは環境破壊？樹を伐ることは環境破壊？

《《《《森の樹の役割森の樹の役割森の樹の役割森の樹の役割》》》》
①二酸化炭素の固定①二酸化炭素の固定①二酸化炭素の固定①二酸化炭素の固定
②炭素の貯蔵②炭素の貯蔵②炭素の貯蔵②炭素の貯蔵

《《《《森の土壌の役割森の土壌の役割森の土壌の役割森の土壌の役割》》》》
①炭素の貯蔵①炭素の貯蔵①炭素の貯蔵①炭素の貯蔵

日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

⑤木材⑤木材⑤木材⑤木材利用の地球環境貢献を理解し利用の地球環境貢献を理解し利用の地球環境貢献を理解し利用の地球環境貢献を理解し、正しく、正しく、正しく、正しく説明できること。説明できること。説明できること。説明できること。 12121212

持続的な森林経営に持続的な森林経営に持続的な森林経営に持続的な森林経営に
木材の経済利用木材の経済利用木材の経済利用木材の経済利用は不可欠は不可欠は不可欠は不可欠
3.8%/6%3.8%/6%3.8%/6%3.8%/6%を森林吸収源を森林吸収源を森林吸収源を森林吸収源

《《《《持続可能な資源持続可能な資源持続可能な資源持続可能な資源》》》》
�サステナブル：持続可能性サステナブル：持続可能性サステナブル：持続可能性サステナブル：持続可能性
�リニューアブルリニューアブルリニューアブルリニューアブル：再生可能：再生可能：再生可能：再生可能
�カーボンニュートラル：炭素カーボンニュートラル：炭素カーボンニュートラル：炭素カーボンニュートラル：炭素中立中立中立中立

吸収増加吸収増加吸収増加吸収増加吸収増加吸収増加吸収増加吸収増加

・生長量・生長量・生長量・生長量≧≧≧≧使用量使用量使用量使用量

・エネルギー代替効果・エネルギー代替効果・エネルギー代替効果・エネルギー代替効果

世界の森林面積の減少世界の森林面積の減少世界の森林面積の減少世界の森林面積の減少

（（（（1300130013001300万万万万hahahaha////年年年年減減減減））））

日本の森林蓄積の増加日本の森林蓄積の増加日本の森林蓄積の増加日本の森林蓄積の増加

（約（約（約（約8000800080008000万万万万mmmm3333////年増）年増）年増）年増）

・地球環境貢献・地球環境貢献・地球環境貢献・地球環境貢献

・京都議定書貢献・京都議定書貢献・京都議定書貢献・京都議定書貢献

森林整備森林整備森林整備森林整備森林整備森林整備森林整備森林整備

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文

炭素炭素炭素炭素

炭素炭素炭素炭素

炭素炭素炭素炭素

木造住宅は炭素の保管庫

全国の木造住宅は、全国の木造住宅は、全国の木造住宅は、全国の木造住宅は、
1111億億億億2859285928592859万トン万トン万トン万トンのののの
炭素炭素炭素炭素を貯蔵を貯蔵を貯蔵を貯蔵

＝国内全森林が貯蔵する炭素量の＝国内全森林が貯蔵する炭素量の＝国内全森林が貯蔵する炭素量の＝国内全森林が貯蔵する炭素量の18181818％％％％
（（（（7777億億億億8000800080008000万トン）万トン）万トン）万トン）

14,74014,740
21,814kg21,814kg

床面積136㎡の住宅を構成する主要材料製造時の炭素量 （岡崎ら1998）

5,1405,140

在来軸組木造 鉄骨プレハブ造 鉄筋コンクリート造

木質木質木質木質建材はエネルギー建材はエネルギー建材はエネルギー建材はエネルギー
集約度が低い集約度が低い集約度が低い集約度が低い

排出削減排出削減排出削減排出削減排出削減排出削減排出削減排出削減貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加貯蔵増加

炭素貯蔵炭素貯蔵炭素貯蔵炭素貯蔵炭素貯蔵炭素貯蔵炭素貯蔵炭素貯蔵 省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果省エネ効果

カーボンフットプリントCO2固定量認証制度



日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

⑥その他⑥その他⑥その他⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること、木材利用促進の意義を説明できること、木材利用促進の意義を説明できること、木材利用促進の意義を説明できること。。。。 13131313

日本：
• 国土の66％が森林
• 世界第二位の森林占有率
• 蓄積量44億m3

2000

3000

4000

5000

森
林

の
蓄

積
量

（
百

万
森

林
の

蓄
積
量

（
百

万
森

林
の

蓄
積
量

（
百

万
森

林
の

蓄
積
量

（
百

万
m

2
）） ））

天
然
林

人
工
林

世界の森林減少ａｎｄ日本の森林増加世界の森林減少ａｎｄ日本の森林増加世界の森林減少ａｎｄ日本の森林増加世界の森林減少ａｎｄ日本の森林増加

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文

国連食糧農業機関（ＦＡＯ）国連食糧農業機関（ＦＡＯ）国連食糧農業機関（ＦＡＯ）国連食糧農業機関（ＦＡＯ）2010201020102010年発表年発表年発表年発表

�森林減少の加速度は低下したが、
森林破壊は続いている。

�地域別では特にアフリカと南米が深刻。

�1990年～1999年：1600＋増加＝830万ha減少
2000年～2010年：1300 ＋増加＝520万ha減少

（1分間に東京ドーム５個分）

1111年間の木材使用量年間の木材使用量年間の木材使用量年間の木材使用量
約約約約8000800080008000万万万万mmmm３３３３

森林蓄積量増加森林蓄積量増加森林蓄積量増加森林蓄積量増加
約約約約8000800080008000万万万万mmmm３３３３
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均衡均衡均衡均衡

世界世界世界世界のののの森林森林森林森林とととと日本日本日本日本のののの森林森林森林森林ではではではでは、、、、

事情事情事情事情がががが違違違違うううう！！！！

日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。 14141414
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若い森林：
二酸化炭素を吸って成長

人工林であれば、伐採して木材を利用し、人工林であれば、伐採して木材を利用し、人工林であれば、伐採して木材を利用し、人工林であれば、伐採して木材を利用し、
新しい苗木を植える方が、新しい苗木を植える方が、新しい苗木を植える方が、新しい苗木を植える方が、

CO2CO2CO2CO2の吸収固定量が多くなり、の吸収固定量が多くなり、の吸収固定量が多くなり、の吸収固定量が多くなり、
地球温暖化防止にはプラス効果！地球温暖化防止にはプラス効果！地球温暖化防止にはプラス効果！地球温暖化防止にはプラス効果！

現存量の増加量

樹を伐採することは環境破壊？樹を伐採することは環境破壊？樹を伐採することは環境破壊？樹を伐採することは環境破壊？

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文
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《極相状態》→ 炭素吸収量＝炭素放出量

枯死、動物摂食量

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

＝ 炭素放出

総生産：樹木が光合成によって生産した有機物の総量
純生産：総生産から樹木が生命維持のために呼吸として消費する分を引いた量
現存量：純生産から樹体の枯死、動物摂食量を引いた量（蓄積量）

極相林：
これ以上増えない。

＝二酸化炭素吸収はない

日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。⑥その他、木材利用促進の意義を説明できること。 15151515

造林伐期：造林伐期：造林伐期：造林伐期：50505050年年年年

住宅使用住宅使用住宅使用住宅使用 家具家具家具家具

樹木の生育期間樹木の生育期間樹木の生育期間樹木の生育期間

50505050年年年年

住宅使用住宅使用住宅使用住宅使用 家具家具家具家具

樹木の生育期間樹木の生育期間樹木の生育期間樹木の生育期間

50505050年年年年

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文

住宅使用住宅使用住宅使用住宅使用 家具家具家具家具

33333333年年年年 17171717年年年年

住宅使用住宅使用住宅使用住宅使用 家具家具家具家具

33333333年年年年 17171717年年年年

さらに、さらに、さらに、さらに、
・樹木の生長期間・樹木の生長期間・樹木の生長期間・樹木の生長期間短縮短縮短縮短縮

・木材・木材・木材・木材製品製品製品製品のののの使使使使用期間長期化用期間長期化用期間長期化用期間長期化

使用する木材の量が使用する木材の量が使用する木材の量が使用する木材の量が
生長する樹木の量を超えない限り、生長する樹木の量を超えない限り、生長する樹木の量を超えない限り、生長する樹木の量を超えない限り、
木材は永久に持続可能な資源！木材は永久に持続可能な資源！木材は永久に持続可能な資源！木材は永久に持続可能な資源！

＝リニューアブル＝リニューアブル＝リニューアブル＝リニューアブル
＝カーボンニュートラル＝カーボンニュートラル＝カーボンニュートラル＝カーボンニュートラル

積極的な木材利用による地球環境貢献積極的な木材利用による地球環境貢献積極的な木材利用による地球環境貢献積極的な木材利用による地球環境貢献

日本木材青壮年団体連合会・炭素固定量認証制度講習会 京都木材会館・平成23年10日

最後に最後に最後に最後に…………………… 説明できなければならない！説明できなければならない！説明できなければならない！説明できなければならない！ 16161616

①①①①最近の木材利用を取り巻く状況最近の木材利用を取り巻く状況最近の木材利用を取り巻く状況最近の木材利用を取り巻く状況

� 木材利用における世界の動向は？木材利用における世界の動向は？木材利用における世界の動向は？木材利用における世界の動向は？

� 日本日本日本日本政府の政府の政府の政府の動向は？動向は？動向は？動向は？

②②②②地球環境の観点から見た木材地球環境の観点から見た木材地球環境の観点から見た木材地球環境の観点から見た木材利用促進の利用促進の利用促進の利用促進の意義意義意義意義

� 木材利用の地球環境貢献とは？木材利用の地球環境貢献とは？木材利用の地球環境貢献とは？木材利用の地球環境貢献とは？

� 特に炭素貯蔵特に炭素貯蔵特に炭素貯蔵特に炭素貯蔵効果効果効果効果とはとはとはとは？？？？

③③③③木づかいＣＯ２固定量認証木づかいＣＯ２固定量認証木づかいＣＯ２固定量認証木づかいＣＯ２固定量認証制度制度制度制度

東京大学アジア生物資源環境研究センター環境材設計学研究室 井上雅文

③③③③木づかいＣＯ２固定量認証木づかいＣＯ２固定量認証木づかいＣＯ２固定量認証木づかいＣＯ２固定量認証制度制度制度制度

� 制度制度制度制度の理念の理念の理念の理念

� 制度の制度の制度の制度の概要（誰が誰にどのように申請し、どのように認証されるのか？）概要（誰が誰にどのように申請し、どのように認証されるのか？）概要（誰が誰にどのように申請し、どのように認証されるのか？）概要（誰が誰にどのように申請し、どのように認証されるのか？）

� 申請者申請者申請者申請者ののののメリット（認証によって申請者が得られる利益とは？）メリット（認証によって申請者が得られる利益とは？）メリット（認証によって申請者が得られる利益とは？）メリット（認証によって申請者が得られる利益とは？）

� 具体的な手続き具体的な手続き具体的な手続き具体的な手続きのののの方法方法方法方法

� 必要経費必要経費必要経費必要経費

④④④④この制度を通じて非会員が木青連会員になってくれるかこの制度を通じて非会員が木青連会員になってくれるかこの制度を通じて非会員が木青連会員になってくれるかこの制度を通じて非会員が木青連会員になってくれるか？？？？

� 木青連の会員であることのメリットとは？木青連の会員であることのメリットとは？木青連の会員であることのメリットとは？木青連の会員であることのメリットとは？


